

こしかたゆくすえ
赤塚第二中学校
都築周平（平成二六年度卒業）　作
【登場人物】
EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すずね),鈴音)　　中学三年生。女子。
EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くろざか),黒坂)　　中学三年生。女子。アルバム委員。
EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おとしべ),落部)　　中学三年生。女子。写真部員かつアルバム委員。
EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えい),英)

EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すけ),介)　　中学三年生。男子。写真部員。
EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょーいん),教員)
野１～３　野球部員たち(数の変動可)
先生
友達
落部母
０「ブランク」
１「全ての元凶」
２「ルイ・ダゲールへの文句」
３「合焦点」
４「溶け合う世界」
５「わたしたち」
６「リテイク」
７「クローズド」
０「ブランク」
　　　ⅰ『停止世界』
　　　スポットが点く。ゆっくり、静かにゆったりとしたリズムの曲が流れる。
　　　仄かな灯で照らされた舞台には、椅子が二セットだけ置かれている。
　　　片方には鈴音が。もう片方には黒坂が静かに座っている。
　　　二人は互いに適度な距離を保って、ピタリと静止している。
　　　沈黙が満たす舞台に、突如声が響く。
鈴音　……ねぇ。
黒坂　うん？
鈴音　……ここは、変わらないね。
黒坂　そうね。というかそもそも、今までに変わったことなんてないじゃない。
鈴音　そうだね。なんにもない、殺風景な場所。……もう、変わらないのかな？
黒坂　きっと、変わる気がないのなら。
鈴音　……これまでも、これからも？
黒坂　忘れ去られたものは、ぜーんぶ一緒よ。
鈴音　……忘れ去られたのかな。
黒坂　……忘れていないの？
鈴音　……どうだろう。
黒坂　そうやってまた逃げるんだ。
鈴音　そんなんじゃないよ。
黒坂　でも、何も変わってないじゃない？　あの日から、ここはずっとこのまんま。
鈴音　…………。
黒坂　変えなくてもいい事もある。……わたしは、そう思うけど。
鈴音　変えなくてもいい……。
黒坂　あなたはそうは思わないの？
鈴音　わたしは……。私、は……。
　　　曲がフェードアウトしてゆく。
　　　照明がサスだけを残し、消えてゆく。
　　　舞台上で、鈴音の席だけが照らされる。
鈴音　……私は、ここで待ちながら、一体何を考えていたのだろう？
　　　暗転。
１「全ての元凶」
　　　ⅱ『放課後の教室：三―三』(上手)
　　　季節は初冬。舞台は市立クラガヤ中学の放課後の一室。
　　　二セット配備された机の一方には、黒坂が座ってなにやら書類と向かい合っている。
　　　そこへ、落部がやって来る。首にはカメラを掛けている。
落部　ぅおーっす！　黒坂ちゃん、はかどってるかーい？
黒坂　…………。
落部　うーん、鮮やかなまでの無視だねー。ぅおーい？
黒坂　…………。
落部　……えーっと、寝てます？
黒坂　……起きてるわよ。
落部　おおっと、こいつぁ失礼しました。
黒坂　……はぁ。(作業を継続しつつ)あなた、落部さんよね。七組の。
落部　左様でございます。
黒坂　それで、何の要件かしら。
落部　いやぁ、要件なんてお堅いこと言っちゃってー。私はただぁ、黒坂さんと仲良くなりたいなぁって、お話しに来ただけでぇ(極限までウザくして)。
黒坂　要・件・は？(落部の台詞遮って)
落部　……アルバム用写真をお持ちしました。
黒坂　そう、ご苦労様。
落部　いえいえー。これくらい当然ですよぉー。
黒坂　ええ、当然ね(ピシャリと)。
落部　…………。
黒坂　取り敢えず、そこに置いておいて頂戴。後で確認しておくわ。
落部　りょ、了解でーす。
　　　落部、空席の卓上に写真を置く。
落部　(手持ち無沙汰な様子でキョロキョロと黒坂を見ている)
黒坂　……まだ、何か？
落部　いえいえ、そんな。別にこれといったことはー。
黒坂　そう。ではさようなら。
落部　はーい。グッバーイ、ハバナイスデーイ！　(一度帰りかけて振り返り)……って、違
ぁーう！　私は元気なご挨拶などしたいわけじゃない！
黒坂　じゃあ何がしたいの。
落部　パーリー！
黒坂　平日ど真ん中の放課後によくそんな宣言ができるわね。
落部　ちっちっちー。わかってないなぁ黒坂ちゃんは。思い立ったが吉日って言うでしょ？　　後からうじうじ後悔するなんて情けないじゃん！
黒坂　私は後悔なんてしないわ。……それに、思い立ったせいで後悔することだって、あるんだから。
落部　もう、つれないなー。
黒坂　それより落部さん。あなた元々、『私と同じ』アルバム委員よね？
落部　ギクッ。お、お母さんに牛乳買って来てって言われてたんだった――
黒坂　そう、逃げるのね。
落部　え……？
黒坂　独りよがりな理由を積み重ねて、自分だけ満足すればいいって、そう考えて逃げるのね。
落部　い、いや、その……。
黒坂　誰かが傷つくかもしれないのに。独りで泣いているかもしれないのに。また逃げるんだ。また、そうやって――
落部　あああ、ごご、ごめんなさい！　ハイ、すいません！　自分、性根腐ってました！　真面目に仕事しますんで、その辺で許してくだされぇえ！。
黒坂　……ん。そうね、あなたに言う言葉じゃなかったわ。反省する。
落部　ど、どうも……。
黒坂　とにかく、仕事をしなさい。早いうちに終わらせた方がいいでしょう？
落部　そうだねー。あ、それじゃ私、教室にコーナー一覧のプリント取りに行ってくるね！
黒坂　え？　いや、それなら――
落部　だいじょーぶ、だいじょーぶ。即行ダッシュしてくっから！　そいじゃ！
黒坂　だから、ちょっと――
　　　黒坂の言葉を聞かず、飛び出していく落部。
黒坂　(机から取り出し)……一覧表なら、私、持ってるのに。
　　　暗転(フェードアウト)。
２「ルイ・ダゲールへの文句」
　　　ⅲ『放課後の屋上』(下手)
　　　照明フェードイン。
　　　舞台はクラガヤ中学の屋上。
　　　鈴音が一人、フェンスを掴んで遠くを見ている。小さく、「いろは歌」を鼻歌している。それから暫くして、全く別の鼻歌が聞こえてくる。
英介　(鞄を持って出てくる)フンフンフンフンフ～ン♪(曲はわかりやすければ何でもいい)……ん？
鈴音　……いろはにほへと、ちりぬるを。
英介　何故いろは歌。
鈴音　わかよたれそ、つねならむ♪
英介　(立ち止まり、様子を窺う)
鈴音　うゐのおくやま、けふこえて♪
英介　(頭を掻く)
鈴音　あさきゆめみし……ゑひもせす。
英介　…………。
鈴音　…………。
英介　……パチパチパチ。
鈴音　っ⁉
英介　うん、いいと思うよ。ナイスいろは。
鈴音　……いつからいたの。
英介　えーっと、「いろは」か「ほへと」か……あれ、どっちだったかな……。
鈴音　それ、どっちでも変わんないよ……。はぁ。……初めからいたの？
英介　イエス、マァム。
鈴音　私はマァムじゃないから。うわー、恥ずかしい。何より、英介くんに聞かれたっていう事実が恥ずかしい。
英介　ちょっと待て、なんで『英介くん』限定なんだよ！
鈴音　なんか、英介くんが関わると何事につけても災難に転ぶ気がするんだよね。えへへ。
英介　えへへ、そーだねー、って何でだよ！ 
鈴音　えへへ。
英介　全部それで済ますつもりか！　……もういい、で。鈴音。
鈴音　なに？
英介　なにやってんだ、こんなトコで。つーかよく入れたなぁ。
鈴音　うーんとね、鍵がかかってなかったから、ふらぁっと。
英介　うわぁー、この子見かけによらず不良だわー。
鈴音　そうかもね、えへへ。英介くんはどうして？
英介　まぁ、ちょっと人を探しててな。
鈴音　人探し？
英介　あー、七組の落部、ってヤツ。
鈴音　ああ、知ってる。えーっと、そう、神速のパパラッチ落部！
英介　そうそう。俺、アイツと写真部で同じだからさ。
鈴音　へぇ、なんだか似合わないねぇ。
英介　わかってるよ。でも、好きなんだから仕方ないだろ。
鈴音　写真、好きなの？
英介　ああ。思い出の風景が形になって残るなんて、凄いことだと思わないか？
鈴音　うーん。……どうだろね。よく、わかんないや。
英介　そうか？　俺は愛してるぞ。
鈴音　そんな、ラブコールなんて急展開過ぎるよ……！
英介　お前に言ったんじゃねえよ！　写真がだよ！
鈴音　冗談だよ、冗談。鈴音ちゃんジョーク(謎のポーズ)。
英介　お前なぁ……俺のカメラ愛を嘗めるなよ？　ほら、見てみろ(鈴音に鞄からカメラを取り出して押し付け)カッコいいだろー。手入れ行き届いてんだろー。マジ、俺のカメララブ熱いからな？　とある界隈ではカメラバーと呼ばれる男だからな？
鈴音　なにそれ。
　　　二人、暫し笑いあう。
　　　不意に、英介が鈴音の顔を一枚撮る。
鈴音　あっ。
英介　ゲッツ。
鈴音　 (階下を見下ろし)おまわりさーん！　ここでぇーっす！
英介　おおおおいっ！　洒落になりませんよ鈴音さん！
鈴音　それが盗撮魔の言うことかー。
英介　カメラ愛好家を盗撮魔扱いすんなよ。俺たちはインスピレーションに従って、シャッターを切ってんだ。誰にも文句は言わせねぇ。
鈴音　誰だって言うと思うよー。プライバシーの侵害だぞー。
英介　うっ……。まぁ、予告なしだったのは悪かったよ。ごめん。
鈴音　うん、よろしい。
英介　……でもやっぱカメラは凄いよ。ルイ・ダゲールは生涯尊敬する。
鈴音　ダゲール？
英介　実用的なカメラを発明した人。
鈴音　へぇ。よく知ってるね。
英介　まぁな。これでも一人の、
二人　カメラバーだから。
英介　そうそう。わかってきたじゃないか。お前も立派なカメラバーになれると思うぞ。
鈴音　でも私、ダゲールさんにちょっと物申したい。
英介　一生カメラバーになるんじゃねえぞお前！
鈴音　それはいいけどさ。うーん、でもやっぱ、その時の光景を固めて後世に残そう、なん
ておかしな考えだと思うんだけどな。
英介　お前、ダゲールさん容赦なくディスってんじゃないよ。
鈴音　まぁ、個人的な意見だから。
英介　どうしてそんなに写真が嫌なんだ？
鈴音　え？　別に、嫌なんて言ってないよ？
英介　言ってるよ。お前はきっと、写真が嫌いだ。
鈴音　……そうかな。やっぱり、私にはわかんないや。
　　　後味の悪い沈黙が流れる。
　　　しかし、突如鳴り響く着信音が沈黙を破る。
英介　んおっ、はいはいはい、俺ですよーっと(携帯を探り当て)あった！
鈴音　英介くんもバリバリ不良じゃん……。
英介　(聞いてない)もしもし、お前どこほっつき歩いてんだよ！　落部！　……んぁ？　三の三に来い？　お前、勝手にほっつき歩いといてよく俺にそんな言えんな。……
　　　ぶつぶつと愚痴を洩らしながら、鈴音を置いて英介は屋上を出ていく。
鈴音　え、ちょ、ちょっと――……カメラ、私に持たせても。ねぇ。
　　　暗転。
３「合焦点」
ⅰ『停止世界』
　　　スポットが点く。ゆっくりと、静かにゆったりしたリズムの曲がかかる。
　　　仄かな灯で照らされた舞台には、椅子が二セットだけ置かれている。
　　　鈴音は静かに椅子に座っている。対して黒坂は立ち上がり、ゆっくりと周回している。
鈴音　……ねぇ。
黒坂　…………(黙考しつつ歩き続ける)。
鈴音　……ねえ！
黒坂　……ん？　どうかしたかしら。
鈴音　いや、どうもしないけど……。
黒坂　それじゃあちょっと話しかけないでくれるかしら。今、集中しているの。
　　　黒坂、再び周回を始める。
鈴音　…………ねぇ！
黒坂　……何の用かしら。
鈴音　……あなたは、何をしているの？
黒坂　わたし？　わたしはね、思い出を忘れているのよ。
鈴音　思い出を？　なんで？
黒坂　だって、重たいじゃない。
鈴音　重たいから、捨てちゃうの？
黒坂　そう。わたしは前に進みたいの。だから重荷になるものは全部置いて行く。それだけのことよ。
鈴音　……そっか。
黒坂　思い出は忘れたくないことでしょう？　でも、忘れられないことがたまに混じるの。
鈴音　忘れられないこと？
黒坂　忘れたくないと、忘れられない。同じようで全く意味が違う。わたしは、これを絶対に混同したくない。
鈴音　……でも、あなたが忘れているのは、『忘れたくない』ものの方じゃないの？
黒坂　人の記憶なんて曖昧よ。本人が『忘れたくない』と思っているものでも、実は『忘れられない』だけのことが紛れ込んでいるかもしれない。わたしは、それが怖いのよ。
鈴音　どうして、怖いの？
黒坂　だって、そんなものに囚われていたら、いつまでも未来へ進めないじゃない。
鈴音　……あなたは、過去から逃げたいの？
黒坂　そんなことないわ。忘れたいだけ。
鈴音　それを逃げるっていうんじゃないの。
黒坂　そんなことないわよ。わたしは逃げてない。
鈴音　ウソ。
黒坂　ウソじゃない。
鈴音　ウソ。
黒坂　ウソじゃない。
鈴音　ウソ。
黒坂　ウソじゃない！
　　　黒坂の一言で、世界はしんと静まり返る。
　　　鈴音はいたって落ち着いている。黒坂は、静かに動揺している。
鈴音　……ねぇ。
黒坂　…………なによ。
鈴音　あなたは、写真が好き？
黒坂　は？
鈴音　写真だよ。カメラで撮って、それを現像した、写真。
黒坂　……嫌いよ。大っ嫌い。
鈴音　……えへへ。よかった。
黒坂　あなたも嫌いなの？
鈴音　うん。多分。
黒坂　……そうよね。好きになんて、なれないわよね。
鈴音　……じゃあ、もういいのかな。
黒坂　ええ。いいのよ。
二人　もう、忘れてしまっても。
　　　二人は向き合っている。何かを堪えた笑顔を浮かべながら。
　　　暗転。
４「溶け合う世界」
　　　ⅱ『放課後の教室：三―三』(上手)
　　　黒坂は依然として書類作業に勤しんでいる。
　　　そこへ、やけにうるさい声が近づいてくる。
英介　(廊下で)いや、ホント許可取ってますから！　ほら、課外活動用にね。いや、ホントですから、僕の目を見てください！　情熱に溢れるこの瞳を！　……濁ってるとかいうんじゃねぇ！
　　　英介、携帯片手に教室へ入ってくる。
英介　おい落部！　お前の長電話のせいで森先生に怒られただろ！　そうだよ、あのゴリマッチョの森先生！　ふざけんじゃねえぞ、全く。……ん、ああ。来たよ、三の三。で、なにすりゃいいわけ？　……はぁ⁉　お手伝い？　卒アルの？　なんで、……いやま、そりゃ撮影は手伝ったけど…………。っておおい、突然ぶち切りやがった！　なんなんだよ！
　　　携帯を仕舞い、頭を掻き、恐る恐る振り向くと、黒坂がじっと英介を見ている。
英介　えっと……こんにちは。
黒坂　…………。
英介　(若干心折れそうになりながら)俺はですね、戸島英介といいまして。その、ちょっと、黒坂のお手伝いに――
黒坂　じゃあアルバム写真のチェックをお願い。番号表はこれ。確かに写真があるか確認して。
英介　え、あ、うっす！
　　　暫く沈黙が満たす。黒坂は作業を再開し、英介は最初は作業をするも、やがて暇そうに辺りを見渡し始める。
　　　やがて席を立ち、窓辺から外を眺め始める。野球部が活動しているらしい。全身を使って一喜一憂している。
　　　野１～３(数変動可)が舞台前方でノックしている。
野１　よっしゃ、来ーいっ！
野２　あいよー！
野３　バッチコーイ！
野１　はい、もういっちょー！
野２　おら、一年声出せー！
野３　うーい！
黒坂　……あなたは何をしているのかしら。
英介　おー、打った打った。……あちゃー、レフト動けー。
黒坂　聞いてる？
英介　ん、ああ、聞いてる聞いてる。
黒坂　絶対聞いてないわね……。作業は終了したのかしら。
英介　おお、何一つ終わってないぜ！
黒坂　そんな自信に満ち溢れた表情はしなくてよろしい。
英介　(外の風景を一枚撮ろうとして)あっ、カメラ忘れてきた！
黒坂　落ち着きないわね……。
英介　なぁ黒坂(席に着き)、飽きた。暇だ。
黒坂　……もう私は疲れた。
英介　んおっ、作業の手が止まってんぞ。頑張れ頑張れ～。
黒坂　……一発いってもいいかしら(握り拳を掲げる)。
英介　へ、平和的にいこうぜ！　ほら、(ペンと紙を掲げ)俺も真面目にやりますから！
黒坂　……へたれ。
英介　はーい、へたれでーす！(必死)
　　　再び集中する黒坂。集中するふりをする英介。
　　　またも黒坂に気取られないように席を立ち、教室内をうろちょろし始める。
　　　そして、黒坂のカバンが開けっ放しで放置されていることに気づく。
　　　近づき、中から顔を覗かせているアルバムを取り出し、捲る。
英介　(アルバム鑑賞中)…………、ん？
黒坂　……！(気づく)　ちょっと、勝手に見ないで！
　　　アルバムをひったくる黒坂。両腕でしっかりと抱きしめる。
　　　英介は呆然としたまま、ゆっくりと、アルバムを指差す。
英介　……黒坂。お前、そのアルバムって……。
黒坂　憶えていたいんじゃないのッ！
英介　……え？
黒坂　私は忘れたいだけよ。憶えていたいわけじゃない！　それだけ、それだけなのよ。本当に。本当に！
英介　……お前、なに、言ってんだ……？
黒坂　私は、私は……！
　　　そこで、世界は完全に停止する。
　　　舞台上手が暗転するとともに、下手サスが点く。
　　　ⅲ『放課後の屋上』(下手)
　　　鈴音がカメラを掲げたりしているところへ、連写をしながら落部が走ってくる。
落部　いぇーい！　レッツパーリー！　私のカメラ捌きを見よ～！
鈴音　⁉　……し、神速パパラッチ落部？
落部　誰がパパラッチだ！　誰がー！(鈴音を襲う)
鈴音　うわぁ、ごめんなさい！
落部　(急襲をやめ)ふぅ。いやあ、いい天気だね！
鈴音　そ、そうだね……？
落部　やぁ、ハローハロー鈴音ちゃん。英ちゃんから話は聞いているよ。将来の夢はカメラバーの道山鈴音ちゃんだね！
鈴音　いやいや、それ百パーウソですけど。
落部　え。そ、そんな……！　ひょあっ(へなへなと倒れ込む)
鈴音　あ、あの～……？
落部　(できればサス色変えて)もういやっ、ウソに翻弄されるのはもうイヤよ！　「明日の小テストやらないって言ってた先生も……
　　　舞台中央サスに先生の姿が浮かび上がる。
先生　はーい、席つけー。もう小テスト配るよー。……え？　昨日やらないって言った。おっかしいな、言ったかな……。まぁいいや。今日やっちゃいまーす。
　　　中央サス消える。
落部　このＪ―ＰＯＰいいよってノリノリで勧めてきた友達も……
　　　舞台中央サスに友達の姿が浮かび上がる。
友達　あ、この前言ってたののアルバムこれね！　マジでいいから、一回聴いたら即ハマるって。……え、これ言ってたのと違う？　わかってないねー、おっちー。これからの時代はヘビメタなんだよ！　ここが時代の最前線だ！
　　　中央サス消える。
落部　久々のご馳走だって黒豚ハンバーグを作ってくれたお母さんも……
母　　りっちゃん、そこのチラシ取ってー。そうそれー。あと洗濯物入れてきてくれるとお
母さん喜ぶかなー。……そういや岡田さん結婚したみたいよー。そう、塾の。おめでたいわねぇ。あ、それと先月のハンバーグだけどねー。ごめーん、あれ黒豚じゃなくて豆腐だったわー。まぁ、黒豚なんて庶民が食べるもんじゃないしねー。あはははは。
中央サス消える。
落部　どうしてみんな私を騙すの！　もうウソに翻弄されるのは嫌よ！　うわわわ～ん！(わざとらしく泣き崩れる)
鈴音　(サス変えたら戻して)別にいいじゃん……。それで、落部さんはなんでここに？
落部　英ちゃんにアルバム委員の仕事押し付けてきたから、ちょっくら休憩にね。休憩。
鈴音　つまり、抜け出してきたってことだね……。
落部　そういうことになっちゃうかもね！
鈴音　そうですか。
落部　へいへい鈴音ちゃーん。あれ、そういえば何で鈴音ちゃんはこんなトコにいるの？
鈴音　え、いや、私はまぁ……高くて広い所に行きたくなって、かな。
落部　高いとこ大丈夫なんだ。
鈴音　いや、若干高所恐怖症。
落部　じゃあ今凄いチャレンジ中だね！　……え、じゃあもしかして、私ってお邪魔だったりする？
鈴音　え？　いや、そんなことないよ。さっきまでいた方が迷惑だったかな。
落部　それはウチの英ちゃんのことでしょうか。
鈴音　うん、そうだね。
落部　警戒しなきゃダメだよー。あの男は隙あらばシャッターを切る盗撮魔だからね！
鈴音　だ、大丈夫だよ、落部さん。若干セクハラ紛いのことは言われたけど、まぁ英介くんなんて年中短パンの小学生みたいなものだし――
落部　ぬわんだとー！　あの男、絶対に許さない！
鈴音　えっと、ちょっと……聞いてる？
落部　今、電話で呼び出すからね！　昔日の思いを晴らしてやるんだよ！
鈴音　いや、たった十五分前の話なんだけど……。
落部　(電話をかける)あやつ、成敗してくれるわ！
　　　携帯の着信音が鳴り響く。さっき英介が歌っていた曲が好ましい。
　　　舞台上手のサスが再び点く。
　　　ⅱ『放課後の教室：三―三』(上手)
　　　舞台両端の世界が同時進行し始める。
　　　先ほどの停止した世界が、着信音に破られる。
　　　英介が携帯を取り出す。
英介　ちっ、アイツ……(電話にでる)もしもしっ。
落部　お前を絶対に許さない……！(憎々しげに)
英介　俺、お前に何もしてねえだろ！　つーか空気読め！　今は騒げるときじゃないんだよ！
落部　わかってないね、英ちゃん。こっちには証人がいるんだよ！
英介　あー、なんだ。屋上にいんのか。じゃあ鈴音だろ。なんの証拠も出さないと思うぞ。
黒坂　(鈴音の名前にぴくっと反応し、英介をちらと見る)
落部　そもそもだよ英ちゃん！　君はしっかり仕事をしているのかね！
英介　うっせえなしてるよ！　つーか、元はと言えばお前が放り出したんだからな⁉　黒坂もかなりキレてんだぞ！
落部　く、黒坂さんなんて怖くない！
英介　凄いこと言ったな！
鈴音　(黒坂と同じく落部の方をはっと見る)
英介　落部、そもそもお前はふらふらし過ぎなんだよ。どうしても人手が足りないっていうから来てみたら今度はお前がいねえし。ただ交代しただけじゃねえか。
落部　え、交代したんじゃないの？
英介　コミュニケーションッ！　取れよ、俺と！　そんなん一言も知らされてねえよ！
落部　あれえ、そうだっけ。はっはっは。
英介　ああもう、イライラする！　いいからこっち来いや、落部ぇえ！
　　　そこで再び世界は停止する。
　　　ⅰ『停止世界』(できれば中央のシーリングで浮かばせてほしい)
　　　ゆっくりと前に歩み出した黒坂にスポットが点く。
黒坂　……なんでよ。なんであなたがそこにいるの。聞いてないわよ、こんなの！
　　　また、ゆっくりと前に歩み出した鈴音にスポットが点く。
鈴音　……でも、薄っすらとは気づいていたんじゃない？　こんな機会がくるってことは。
ねぇ……本当に忘れてしまいたかったの？
黒坂　当然よ！　忘れてしまいたかった！　出会った時のことも、一緒に過ごした時間も、最後に別れた日のことも、何もかも！　忘れたいに決まってるじゃない！
鈴音　なのに憶えているの？　こんなにも鮮明に、初めから終わりまで？　それは――あなたが、本当は忘れたくないからじゃないの？
黒坂　違う！　ただ私は――！
鈴音　……私は？
黒坂　わ、私………、は……。
鈴音　最後まで言って。じゃないと、わからない。
黒坂　私は…………、私は――
　　　声にならない言葉で、黒坂がなにか叫んでいる。
英介　あ。
　　　突如、元のサスに戻る。
　　　ⅱ、ⅲの舞台。
　　　英介が、一枚の写真を拾っている。
英介　なんか落ちたぞ……って、これ……。
黒坂　あっ――
英介　これ……黒坂と、……鈴音？
落部　え？　なに？
黒坂　やめて……。
鈴音　……もう、いいよね。
黒坂　やめて！
英介　お前ら――
　　　暗転。
５「わたしたち」
　　　ⅳ『回顧録』(舞台前方)
　　　前明かりのみで舞台上が照らされる。
　　　春。鈴音が屋上にいる。フェンスに手をかけ、階下の景色を眺めている。
　　　そこへ黒坂がやってきて、鈴音を見つけて立ち止まる。
黒坂　……ねぇ。
鈴音　っ⁉　わっ、ご、ごめんなさい！　ちょ、ちょっと空いてるのを見つけて入っただけで、別になにかしようとかってわけじゃなくてホント出来心で、ええと、ええと……。
黒坂　ねぇ！
鈴音　は、はいっ？
黒坂　……安心して。私は先生じゃないわ。
鈴音　え、えっと……？
黒坂　あなたと同じよ。ちょっと鍵がかかってなかったから、ふらっと入ってみただけ。
鈴音　そ、そうなんだ……。よかったぁ……。
黒坂　あなたはよく来るの？
鈴音　へ？　あ、いや、私も今日たまたま見つけて、入っちゃっただけ……だけど。
黒坂　ふぅん？
　　　黒坂もフェンスに近づく。鈴音の隣に立って、階下を見下ろす。
黒坂　いい場所ね。
鈴音　そうかな？
黒坂　同意しかねる？
鈴音　う、うん……。私、若干高所恐怖症だし。
黒坂　(くすっと笑い)じゃあなんで入ったのよ。
鈴音　まぁ、ホントにちょっとした出来心というか……。
黒坂　面白い人ね。
鈴音　そうかなぁ。
　　　暫し無言で景色を見渡す。
鈴音　あ、あなたは、屋上が好きなの？
黒坂　うん？　まぁ、そうね。自由になれるじゃない、ここは。
鈴音　自由？
黒坂　そう。見下ろす景色も、突き抜ける青空も、閑散としたフェンスの中も……。全部が広々としていて、まるで大海原の中に一人投げ出されたかのよう。それって、いい気分じゃない？　私は、それが自由だと思う。
鈴音　……凄いね。なんか大人っぽい。
黒坂　そう、ありがと。でも、私はまだ大人になれないわ。
鈴音　大人になりたい？
黒坂　ええ。
鈴音　どうして？
黒坂　……だって、大人なら、屋上に入ったって怒られないじゃない。
鈴音　それだけ？
黒坂　ええ。簡単に言えば、それだけ。
鈴音　……ふ、ふふ。なにそれ。おかしいの。
黒坂　そうね。……まったく、おかしいわ。
　　　笑い合う二人。
　　　やがて落ち着き、黒坂が右手を差し出す。
黒坂　……黒坂。よろしく。
鈴音　……っ、み、道山鈴音です！　よ、よろしくね、黒坂さん！
黒坂　ええ。こちらこそ、鈴音。
　　　二人は握手して挨拶を交わす。
　　　そのままストップモーション。照明は舞台ⅱ、ⅲに切り替わる。
　　　英介と落部が動き出す。
英介　なんだこれ、ホントにあの黒坂かよ。
落部　二人が知り合いなんて全然知らなかったなぁ……。
　　　黒坂のストップモーションが解ける。
黒坂　それから、屋上はわたしたちだけの秘密の場所になった。広い学校の中。一か所だけ鍵のかけ忘れた、静かな空間。わたしたちはそれから、人の少ない日の放課後。ひっそりと、この場所へ集まるようになった。
　　　照明は舞台ⅳに戻る。
鈴音　いろはにほへと、ちりぬるを。
黒坂　どうしたの、急に。
鈴音　いや、今日授業でやったから。
黒坂　ふぅん。
鈴音　この歌ってさ、凄い綺麗な言葉でまとまってるよね。なんか、ほわぁって心が温かくなるよー。
黒坂　……ふむ。いろは歌ね……。なんだか、冷めた歌よね。
鈴音　私の感想全否定ですか⁉
黒坂　いや、そういうわけではないけれど……。なんだか、私たちがこうしてここに足を運んでいるのも、いつかは終わってしまうことだって……釘を刺されているみたいじゃない。
鈴音　うーん、気にし過ぎじゃないかなぁ。
黒坂　鈴音はお気楽だものね。
鈴音　失礼だなー。
黒坂　……まぁ、そうかもしれないわね。変に考えるのも、おかしな話か……。
鈴音　そうだよそうだよ。今は遊ぼ。あ、私今日トランプ持ってきたよ。
黒坂　……ほんとお気楽。
鈴音　お気楽くらいがいいんだってー。
　　　二人で座り込み、やいやいと和やかに言い合う。
　　　穏やかに笑い合う中、再び突如として時間が止まる。
　　　照明は舞台ⅱ、ⅲに切り替わる。
英介　秘密の隠れ家ねぇ。
落部　いいねぇ、ロマンだねぇ。淡い青春の一ページだよ……。
英介　二人揃って不良だなぁ。でもま、楽しそうじゃねえの。
　　　鈴音のストップモーションが解ける。
鈴音　うん、楽しかった……。月に三回くらい、ひっそりと集まって、他愛のない話をして、こっそりと別れて帰る……。それだけのことが、とっても楽しかった。……でも。
　　　上手、下手、と段々と照明が落ちてゆく。
鈴音　終わりなんて、あっけない。
　　　遂に、中央サスも落ちる。
　　　すべての照明が落ち、しばらくして、やがて再び照明は舞台ⅳとなる。
　　　舞台は冬の夜。鈴音がバッグを肩に掛け、椅子を持ってやってくる。黒坂は既に椅子を持ってきていて着席している。首には双眼鏡をかけている。
鈴音　……ふぅ、疲れた。
黒坂　お疲れ様。
鈴音　もう腕パンパンだよ……。
黒坂　でも、星を見るのに立ちっぱなしは辛いじゃない？
鈴音　別にいいじゃん。床に座れば。
黒坂　私が嫌なの。
鈴音　わがまま～。
黒坂　それより、本当に大丈夫だったの？　突然、星を見ようだなんて。
鈴音　だいじょーぶ、だいじょーぶ。丁度今夜は、親が実家の方に戻ってるの。だから家は私だけ、お兄ちゃんも夜勤のバイトで遅いし。
　　　椅子を置き、黒坂の隣に鈴音が座る。
鈴音　で、星見えた？
黒坂　まだ日没直後だから少ないけど。……見てみる？
鈴音　わー、見たい見たい。(双眼鏡を覗き)……わぁ、あれ、一等星かな。
黒坂　そうじゃない？　肉眼でも見えるし。
鈴音　わぁあ……。あっ、そういえば私、カメラ持ってきたんだった！
黒坂　カメラ？
鈴音　うん！(バッグを漁り)……じゃじゃーん！
黒坂　デジカメね。
鈴音　そう、お兄ちゃんのを借りたの。(カメラを構え)……うーん、難しいけど、撮れないこともない、かな。
黒坂　楽しそうね。
鈴音　楽しいよー。カメラっていいねぇ。その時のことを忘れないでいられる。
黒坂　そうね。
　　　夜空を見上げる黒坂。
　　　不意に、一枚写真を撮る鈴音。
鈴音　えへへっ、黒坂さんゲットだぜ。
黒坂　……楽しそうね。
鈴音　う、え、えっと……怒ってます？
黒坂　別に。……なんなら、二人で撮ればいいのに。
鈴音　あっ、じゃあそうしようよ。(黒坂の手を引き)ちょっと立って！
黒坂　え、ちょっと……！
鈴音　いいからいいから。(カメラを設置し)じゃあ、撮るよー。せーのっ。
　　　タイマー機能で撮影。
鈴音　(カメラを確認して)……ちょっと暗いなー。もう、黒坂さんもっと笑ってよー。
黒坂　難しいわ。
鈴音　もう。でも、いい思い出になったね。
黒坂　…………そうね。きっと、今夜のことは忘れないわ。
鈴音　えへへ。
黒坂　……ねぇ、折角なら星空をバックに写真を撮らない？
鈴音　おっ、いいね。それじゃあさ、このカメラを少し下にして……。
　　　二人で色々と試行錯誤する。
　　　黒坂がカメラを固定する。
黒坂　よし。それじゃあ一枚――
教員　(声だけ)こらっ、そこにいるのは誰だッ！
　　　突然の声に硬直する二人。教員の姿は見えない。
鈴音　……先生？
黒坂　みたいね。……まずいわ、勝手に椅子まで持ち出してきているし。
鈴音　どうしよう。
黒坂　大丈夫。私に任せて。なんとかやりすごしてくるから(出ていこうとする)。
鈴音　で、でもっ……！
黒坂　いいのよ。そもそも、天体観測したいって言い出したのは私なんだから。鈴音はなにも悪くないわ。……すぐに帰ってくるから。
鈴音　……だけど。
黒坂　いいから。……待ってて。
教員　そこにいるのは誰ですか。いるのはわかってるんですよ。
　　　かなり引き下がらない鈴音だが、なんとか抑えて黒坂は一人歩き出す。
黒坂　私です。今、行きます。
　　　黒坂はカメラを持ったまま、まっすぐ歩き出す。
　　　……舞台上には、鈴音が一人残される。
　　　暫し、落ち着かない様子でも、沈黙を守る鈴音。
　　　遠くから黒坂と教員の声が聞こえている。なにを言っているかは聞き取れない。
鈴音　……大丈夫。すぐに帰ってくるって言ってたし。黒坂さんは……私に一度も、ウソなんて吐いたことないんだから。
　　　北風が吹いている。鈴音は寒さに身を縮ませる。
鈴音　寒いな……。コートも持ってくれば良かった。
　　　閑散とした屋上。しんとした冷たい沈黙が降りる。
鈴音　……手が、かじかんでる。……黒坂さん、大丈夫かな。
　　　はぁっと息を吐いて手を擦る。いつの間にか、遠くの声は途絶えている。
鈴音　…………(空を見上げ)……あ。雪、だ……。
　　　しんしんと、静かに、柔らかい初雪が降り始める。空気はあまりにも鋭く、冷たい。
鈴音　……黒坂さん。待ってるよ。わたし……待ってるからね。
　　　髪に薄く降り積もる雪を払い、身体を抱き抱えるように丸める。
鈴音　……黒坂さん。……寒い。……怖いよ。やっぱり、怖い。……暗くて、高くて、寒くて。……寂しい。……黒坂さん、早く、帰ってきて…………。
　　　ゆっくりと、照明が落ち始める。
　　　鈴音は席から一切動かず、ただただ身を縮めて白い息を吐く。
鈴音　……黒坂さん、わたし………。
　　　暗転。
６「リテイク」
　　　照明は舞台ⅱ、ⅲ。
　　　英介は写真を見つめ、落部は周囲を見渡し、鈴音は階下を眺め、黒坂は席に着き、遠くを見つめている。
英介　……これが、最後に撮った写真、ってことか。
黒坂　ええ。……馬鹿みたいね。鈴音のお兄さんのカメラなのに、あの日から返せていない。だというのに、あの日の写真まで現像している……。
落部　……黒坂ちゃんは、帰ってこなかったの？
鈴音　仕方なかったんだよ。先生にすぐ帰れ、送ってくからって言われちゃったんだって。……後で偶然、居残ってた友達が見てて、教えてくれた。
黒坂　でも、先生と別れてからでも遅くなかった。戻ればよかったのよ。……なのに私は、鈴音も遅くなって、もう帰っているだろうって、勝手に信じ込んで、戻らなかった。
英介　…………鈴音は。
鈴音　私もバカみたいに、深夜になって帰らないとマズイってことにようやく気づいた。だけど……。
落部　けど？
黒坂　雪の中、野晒しで何時間も待っていた鈴音が、風邪をひいていないわけがなかった。……校門の前で倒れているのを、お兄さんが見つけて連れ帰ったそうだわ。
英介　…………。
黒坂　本当に馬鹿な話よ。大切な秘密の関係を、一番守りたかった人が、あっさりと壊した。それだけの話。
英介　……だから、忘れようとしたのか。
黒坂　だって、無理して過去に引き摺られるなら、忘れた方がマシじゃない。
鈴音　二人で過ごした時間……それは私が憶えているだけで、黒坂さんが今も私を憶えているとは限らない。
落部　……でも、黒坂さんは憶えてるみたいだけど？
英介　(写真を指先でつまみ)これを見る限り、忘れられてるようには見えねえな。それに、カメラバーとしてはこんな話でカメラが嫌いになられても気に入らねえ。いい気味だ。
黒坂　……悪趣味ね。
英介　なんとでも言え。
落部　でも私、やっぱ全部忘れちゃうのが一番いい方法だとは思わないなー。
鈴音　……そうかな。
落部　だって……。
英介　そもそもよ。
英落　お前(君)ら、お互いのこと大好きだろ(でしょ)？
黒鈴　……っ！
英介　ホント、自ら仰ってるとおり、バカだよ、バカでへたれ。へーたーれー！
黒坂　……子供みたいね。
英介　俺にはお前らの方がガキっぽく見えるけどな。
落部　(鈴音の頬を両手で挟み)このこのこの～、弱虫、軟弱者、へっぽこぴ～！(ぐりぐり)
鈴音　え、ちょ、やめ、わた、私へっぽこぴーじゃない～。
落部　いーや、へっぽこぴーだ。君以上のへっぽこぴーを私は見たことがない！
英介　俺だってな、お前らのそんな顔いつまでも見たいわけじゃねえんだよ。(携帯を掛け)……ん、もしもし俺でーす。
落部　(携帯取り出し)はいはーい。こちら落部、屋上ナウー。
英介　よーし、今から連れてっから。絶対逃がすんじゃねえぞ。
落部　おっけーでーす、さぁさぁ、覚悟してもらうぞ～。ぐへへへへ(鈴音を捕える、というより襲う)。
鈴音　えっ、ちょ、もうっ、イヤー！
黒坂　……ホントに行くの？
英介　くどいぞ。行く。
黒坂　……ホントのホントに？
英介　そんな目をしても無駄だ。行く。
黒坂　…………。
英介　……大丈夫だよ。俺らは口固いぜ。カメラバーの名に誓って、残ったものは絶対に雑に扱わない(例の写真を渡し)、信じろ。
黒坂　…………そうね。今度こそ、信じないと、駄目よね。
英介　ああ。わかってんじゃねえかよ。ほら、行くぞ。
　　　英介、上手へ捌ける。
　　　下手では未だ落部が鈴音を襲っている。
黒坂　(席を立ち、写真を見て)……今夜は、あの日の続きが、できるのかな……。
　　　ふと見上げる黒坂。そこには、教室の天井しかない。
黒坂　……どっちみち、返さないとね………。
　　　黒坂も教室を出る。その表情は、窺い知れない。
　　　そのまま、すべての照明がフェードアウトする。
７「クローズド」
　　　ⅰ『停止世界』
　　　スポットが点き、二脚の椅子が浮かび上がる。ゆっくり、静かにゆったりとしたリズムの曲が流れる。
　　　片方の椅子は空席で、もう片方の椅子には黒坂が座っている。
　　　彼女はカメラを持ち、双眼鏡を首にかけ、席についている。
黒坂　……………ここは寒いね。
　　　誰にともなく呟く。
黒坂　もう、ここに『わたし』はいなくていい。……そんな簡単なことを、あなたはとっくに、気づいていた。……ホント、馬鹿な話ね。笑っていいのよ。
　　　……沈黙が流れる。
黒坂　……笑わないわよね。それもわかってる。だから、わたしは……。
　　　自然に口を噤み、立ち上がる。
黒坂　行かなくちゃ。
　　　彼女は首にかけた双眼鏡を椅子の上に置き、カメラを確かに手に持って、静かに捌けていく。
　　　ゆっくり、静かにゆったりとしたリズムの曲が流れている。
　　　二脚の椅子には、それぞれ誰も残っていない。
　　　段々と、曲が消えゆく。
　　　同時に、照明がフェードアウトしていく。
　　　幕。
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